
  
～武蔵小山温泉～ 

 遠くの地から車で来場するほど広く有名になり、多くの

人々に喜びを与えている「武蔵小山温泉」。地域の人々に

とっては「清水湯」という名称が耳に残っています。筆者

も小学校時代（1950年代）は、毎日「清水湯」に行きまし

た。 

 当時は、内湯を持つ家はほとんどありませんでしたか

ら、学校から帰りすぐ家の外に出て日が暮れるまで皆で遊

び、汚れた体と汗を流すには行水とお風呂屋さんしか無い

のです。風呂屋へ行くと、そこにはまた悪友がいて、再び

そこで風呂屋さんが顔をしかめる遊びを毎日しておりまし

た。 

 その頃は半径500メートル以内に数件の風呂屋さんがあり

ました。荏原一丁目の「橘湯」、小山台一丁目の「安楽

湯」、小山三丁目の「八光湯」などです。今は、皆、廃業

しました。 

 そんな逆境の中で、二代目（現在の後継者は三代目）が

奮起して温泉を掘り当てるという一大決心をし、平成6年に

見事採掘に成功。風の便りでは、1000メートルも掘ったそ

うです。真っ黒な温泉でした。当時は黒い湯として評判が

広まったのでしょう。 

 三代目は建物も一新して、これ

も風の便りでは1500メートルも

掘ったそうです。また新しい温泉

を掘り当てて現在の評判につな

がっています。でも、感心するの

は料金が以前と変わらずで頑張っ

ているところです。  

 皆様の町の温泉として、いつま

でも残っていてほしいです。 

 ※「武蔵小山温泉」（月曜定休・入泉料460円） 
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タマスダレ                  
  
 花の名の由来は、葉がた

くさん茂っているところが

簾のように見え、タマは花

に見立てているそうです。 

 タマスダレは、彼岸花科

の多年草で、球根草。高さ

は30センチくらいです。 

 地下で分球して増えて、

8月～10月に白い花（黄、

ピンク、オレンジ色もあ

り）を次から次へと咲かせます。花弁は6枚です。 

 花は上を向いて咲いていて、白い花と雄しべの

黄色の配色がすがすがしい美しさです。ズラッと

並んで咲くとなかなか壮観です。一度植えると何

年も咲いてくれます。 

 葉は常緑性でプランターならば2～3年に一度植

え替え、花壇なら4～5年に一回球根を分けてやる

と良いです。あさひ公園のタマスダレも一株から

始めました。 

 ニラやノビルに似ていますが、全体が有毒で

す。 

 原産地は、南アメリカペルー。花言葉は、慎重

繊細なこころ。 

      （小山2丁目東部町会 山内 靜子） 

 

９
月
は
「
防
災
月
間
」
で
す 

 
 

地
震
に
対
す
る
備
え
と
非
常
食
に
つ
い
て 

▼
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」 

 

大
正
12
年
9
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
が
発

生
し
た
日
で
、
こ
の
日
を
「
防
災
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。
近
い
将
来
に
発
生
が
予
想
さ
れ
て

い
る
首
都
直
下
地
震
に
備
え
、
身
の
安
全
を
最

優
先
に
、
地
震
発
生
時
の
適
切
な
行
動
を
定
着

さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

▼
地
震
に
対
す
る
10
の
備
え 

※
【
身
の
安
全
の
備
え
】 

①
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止
対
策 

 
→
家
具
や
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
固
定 

②
け
が
の
防
止
対
策 

 

→
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
や
懐
中
電
灯
を
す
ぐ 

 
 
 
 

 
 

使
え
る
場
所
に
置
い
て
お
く 

③
家
屋
や
塀
の
強
度
の
確
認 

 

→
ブ
ロ
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
は
補
強 

※
【
初
動
対
応
の
備
え
】 

④
消
火
の
備
え 

 

→
消
火
器
の
準
備
や
風
呂
の
水
の
く
み
置
き 

⑤
火
災
発
生
の
早
期
発
見
と
防
止
対
策 

 

→
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
普
段
使
用 

 
 

し
な
い
電
気
器
具
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く 

⑥
非
常
用
品
の
備
え 

 

→
非
常
用
品
は
置
く
場
所
を
決
め
て
準
備 

※
【
確
か
な
行
動
の
備
え
】 

⑦
家
族
と
の
話
し
合
い 

 

→
安
否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
を
確
認 

⑧
地
域
の
危
険
性
の
把
握 

 

→
防
災
マ
ッ
プ
等
で
地
域
危
険
度
を
確
認 

⑨
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
る 

 

→
防
災
に
関
す
る
情
報
収
集
と
知
識
の
蓄
え 

⑩
防
災
行
動
力
を
高
め
る 

 

→
日
ご
ろ
か
ら
防
災
訓
練
に
参
加
す
る 

▼
防
災
訓
練
の
お
し
ら
せ 

 

荏
原
第
一
地
区
の
防
災
訓
練
は
、
10

月
15

日

（
日
）
午
前
9

時
よ
り
林
試
の
森
公
園
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
地
区
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
防
災
行

動
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 
 
 
 
 

（
荏
原
消
防
署 

小
山
出
張
所
） 

▼
非
常
食
を
食
べ
回
し
な
が
ら
備
蓄 

 

品
川
栄
養
士
会
で
は
、
食
べ
回
し
な
が
ら
備
蓄

す
る
方
法
、
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」
の
提

案
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
長
期
保
存
が
効
く

缶
詰
な
ど
の
非
常
食
を
、
そ
の
期
間
ま
で
食
べ
ず

に
置
い
て
お
く
の
で
は
な
く
、
日
常
的
に
非
常
食

を
食
べ
て
、
食
べ
た
ら
買
い
足
す
と
い
う
行
為
を

繰
り
返
す
こ
と
で
す
。 

 

災
害
時
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
に
非
常
食
を

食
べ
る
調
理
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

★
ビ
ー
ン
ズ
カ
レ
ー
（
1
～
2
人
分
） 

【
材
料
】 

・
ミ
ッ
ク
ス
ビ
ー
ン
ズ
缶 

1
缶 

・
ア
ル
フ
ァ
化
米 

1
パ
ッ
ク 

・
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー 

1
～
2
人
分 

【
作
り
方
】 

①
ア
ル
フ
ァ
化
米
を
作
り
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を

か
け
る
。
ミ
ッ
ク
ス
ビ
ー
ン
ズ
を
の
せ
て
食
べ

る
。 

 
 
 

★
サ
バ
の
イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ
ト
（
1
～
2
人
分
） 

 
 
 
 

【
材
料
】 

・
サ
バ
の
水
煮
缶 

2
分
の
1
缶 

・
ト
マ
ト
水
煮
缶
（
ダ
イ 

 
 

ス
カ
ッ
ト
）
80
グ
ラ
ム 

・
コ
シ
ョ
ウ 

少
々 

【
作
り
方
】 

①
材
料
を
和
え
る
。
お
好

み
で
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を 

か
け
て
、
パ
ン
や
ク
ラ
ッ

カ
ー
に
の
せ
て
食
べ
る
。 

 

今
回
は
缶
詰
を
使
っ
て
手
軽
に
で
き
る
調
理
法
を 

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
、
乾
燥
ほ
う
れ

ん
草
を
使
っ
た
お
浸
し
や
オ
ム
レ
ツ
、
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
を
使
っ
た
ス
ー
プ
な
ど
、
非
常
食
の
食
べ
方
は
様

々
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
日
常
的
に
非
常
食
を

利
用
し
て
、
食
べ
た
ら
買
い
足
す
方
法
で
調
理
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

（
品
川
栄
養
士
会
） 

 

荏
原
4
丁
目
町
会
で
は
、
毎
年
7
月
の
最
終
日
曜

日
に
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
と
い
う
盆
踊
り
を
メ
イ
ン

に
し
た
夏
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
前
日
の
雨
で
か
な
り
心
配
し
ま
し
た

が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
盛
大
な
ふ
る
さ
と

祭
り
が
開
催
で
き
ま
し
た
。 

 

模
擬
店
は
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
楽
し

く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
発
表
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
と
、
す
べ
て
の
所
で

長
い
行
列
が
で
き
、
常
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い

夏
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
メ
イ
ン
の
盆
踊
り
。
中
央
で
太
鼓
を
叩
く

の
は
町
会
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
栄
太
鼓
の

メ
ン
バ
ー
。
未
就
学
児
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
希

望
者
が
叩
い
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
祭
り
前
の
1

週
間
は
毎
日
練
習
に
励
み
、

初
心
者
の
子
ど
も
に
は
み
ん

な
で
教
え
て
あ
げ
、
経
験
者

の
子
ど
も
は
さ
ら
な
る
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
本

番
当
日
は
全
員
が
立
派
な
姿

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
う
目
的
で
行
っ
て
い

る
ふ
る
さ
と
祭
り
。
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
、
今
年
も
素
晴
ら
し
い
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
子
ど
も
た
ち
が

も
っ
と
喜
べ
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
祭
り
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
荏
原
4
丁
目
町
会 

西
山
幸
男
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥
再
開
発
第
二
期
に
思
う 

 
 

～
武
蔵
小
山
駅
前
通
り
地
区
～ 

    
 

 

第
一
期
の
駅
前
再
開
発
で
、
地
下
の
基
礎
工

事
が
そ
ろ
そ
ろ
終
了
し
、
も
う
ま
も
な
く
、
一

階
二
階
と
外
観
が
見
え
始
め
る
頃
だ
ろ
う
か
。

そ
の
工
事
と
並
行
し
て
、
い
よ
い
よ
武
蔵
小
山

駅
前
通
り
地
区
の
再
開
発
が
動
き
始
め
た
。 

 

８
月
に
入
り
、
武
蔵
小
山
駅
よ
り
一
番
遠
い

部
分
か
ら
本
格
的
な
囲
い
と
取
り
壊
し
が
始

ま
っ
た
。
傍
に
立
ち
、
改
め
て
現
場
を
眺
め
て

い
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
失
わ
れ
て
い
く

様
な
、
胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

数
年
後
に
全
く
新
し
い
環
境
が
生
ま
れ
て
く
る

の
だ
な
と
思
い
つ
つ
、
自
ら
の
胸
の
熱
さ
を
抑

え
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代

の
変
遷
の
中
に
泳
ぐ
自
分
を
み
る
と
、
あ
る
意

味
、
幸
せ
を
与
え
て
く
れ
た
こ
の
世
に
感
謝
す

る
べ
き
か
な
と
も
思
う
。
多
く
の
自
分
の
年
齢

く
ら
い
の
人
た
ち
は
、
同
じ
よ
う
な
感
傷
と
、

せ
め
て
健
康
な
う
ち
に 

新
し
い
世
界
に
つ
か

り
た
い
と
願
う
だ
ろ
う
。
い
ち
老
人
よ
り
素
直

な
感
想
ま
で
。 

（
小
山
2
丁
目
西
部 

髙
橋
元
嘉
） 

◎各ご家庭に配布しております。一部ずつお取り下さい。次号『まちかど』は１０月２０日（金）発行の予定です。 

花 め ぐ り 

栄太鼓のメンバーで記念写真

 ⦿シリーズ⦿ 

 駅前再開発 

ふ
る
さ
と
ま
つ
り 
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～
荏
原
4
丁
目
町
会
で
今
年
も
賑
わ
う
～ 
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